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平成15年8月洪水
沙流川での水位・流量の検証概要
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　■ 沙流川流域の概要

沙流川での水位・流量検証沙流川での水位・流量検証
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富川観測所水位データの検証①富川観測所水位データの検証①

　■ 富川水位観測所の課題

水位計時系列変化
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フロート式水位計（主水位計） 水圧式水位計（副水位計）　 流量観測水位　　 富川(H15洪水後)H15.8.19　　

HWL=7.06m

フロート式水位計ピーク水位=7.66m

水圧式水位計ピーク水位=8.11m

第1
フロート柱

第2
フロート柱

第3
フロート柱

フロート式水位計と水圧
式水位計でピーク時に
約0.5mの差あり

フロート式水位計（主水位計）と水圧式水位計（副水位計）でピーク時に約50ｃｍの差があるため、どちらの値が妥当かを検証し、補正する。
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富川観測所水位データの検証②富川観測所水位データの検証②

　■ まとめ

　①水圧式水位計はピーク付近で10分間で27cmの水位上昇を示しているが・・・・。

②ピーク流量、総流量ともフロート式水位による流量の方が二風谷ダム放流量を
　河道追跡計算した流量と整合が取れている。

・上流の平取観測所では同様な水位上昇は見られない。
・二風谷ダムで急激な放流量の増加は無く、二風谷ダムより下流域で急激な
　水位上昇をもたらす降雨も無い。

・水圧式（副水位計）よりもフロート式（主水位計）の水位が妥当と判断。

※水圧式水位計が異状な値を示した原因としては、計器の受圧部の先端にドロが詰まる
　などして正常に感知できなかったことが想定されるが、現地において洪水中の状況を
　再現しない限り検証できない。

③フロート式水位計による流量の方が二風谷ダム放流量と平取地点流量で縦断的
　な整合が取れている。
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平取観測所水位データの検証①平取観測所水位データの検証①

　■ 平取水位観測所の課題

フロート式水位計（主水位計）と水圧式水位計（副水位計）で観測値に差が生じてい
るため、水位測定結果を見直し補正する
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第第55
フロート柱フロート柱

フロート式（主水位計） 水圧式（副水位計） 流量観測時の水位

ＨＷＬ＝ＨＷＬ＝27.5527.55ｍｍ

平取　H15.8.19測量
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平取観測所水位データの検証②平取観測所水位データの検証②

　■ 水位補正の考え方③期間
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第4
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第5
フロート柱

ピーク水位ピーク水位28.2928.29ｍｍ

③の期間は、二風谷ダムの放流量と水圧式の水位変動の整合
が取れない。また、フロート式の水位はピーク水位で痕跡水位
とも整合が取れているため、フロート式の値を採用する。

痕跡水位約痕跡水位約28.328.3ｍｍ

平取水位観測所の水位補正について

フロート式（主水位計） 水圧式（副水位計） 流量観測 平取地点

平取観測所　主水位計　Ｈ16.8.15撮影
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二風谷ダムでの水位・流量の検証二風谷ダムでの水位・流量の検証①①

　

・ダム貯水池では、風やゲート操作により1時間前後の周期を
　持つ貯水位振動が発生することがある。

・平成15年8月、台風10号洪水における二風谷ダムでの貯水位
　振動状況を確認し、貯水位振動の影響をできるだけ排した貯
　水位、流入量、放流量について試算する。
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二風谷ダムでの水位・流量の検証二風谷ダムでの水位・流量の検証②②

　■フーリエ貯水位平滑化手法による再現計算　
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二風谷二風谷ダムでの水位・流量の検証ダムでの水位・流量の検証③③

　■他の貯水位補正手法との比較　

・土木学会水工学委員会による平成15年台風10号北海道豪雨災害調査団に
　より二風谷ダムの流入量推定が行われている。

（報告書　第8章　二風谷ダム貯水池における流入量推定の検討）

　　　　　　44.80差

　　　　6,164調査団計算値

　　　　6,119.20今回計算値

ピーク流入量(m3/s)

両者とも約6,100 m3/sのピーク流入量
となり補正手法による差はほとんど無
い。

・推定手法はディジタルフィルタを用いたダム貯水池への流入量推定手法による
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水位から流量を算定する式水位から流量を算定する式((HH--QQ式式))の更新についての更新について

平取　　　　水位流量曲線～横断図
(H-Q式、高水流観値のプロット)
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H15高水流量観測値

速報値によるＨ－Ｑ式

（ｍ）

※速報値とは鵡川・沙流川洪水報告書(速報)平成15年9月

同水位でも約1500m3/sもの流量の違いが生じる可能性がある

近年の高水流観最高水位

H13.9洪水(WL=25.73m)

近年観測値の適用範囲

流量の推定が不確実な範囲

H15.8洪水最高水位(WL=28.29m)

　平成15年8月洪水では、既往最大規模を越える洪水だったため、既往の洪水時に測定した流量観測
を基に算定した水位から流量を算定する式(H-Q式)では正確な流量の把握が困難でした。そのため、
今回の洪水時に観測した流量観測等に基づき、新たなH-Q式を作成しました。
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平取観測所の洪水流量検証①平取観測所の洪水流量検証①

　■ 高水流観値の整理

平取地点　水位ハイドログラフ
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高水流量観測は浮子による観測で12回実施したが、住民避難勧告により観測できない時間帯
があった。

住民避難勧告による未観測期間

◆ ：高水流観時の水位プロット（数字は年間番号を示す）

：水位テレメータ補正値

凡　　例
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平取観測所の洪水流量検証②平取観測所の洪水流量検証②

　■ 観測値のみによるH-Q式作成
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H15年度　観測値

H１５　Ⅰ　Ｑ＝　63.65（Ｈ－19.43）2　H=19.50～22.62m
(洪水前の平水時の流観により算定したもの)

H１５　Ⅱ　Ｑ＝　48.91（Ｈ－18.98）2　H=21.13～25.53m

H１５　Ⅳ　Ｑ＝　80.15（Ｈ－19.65）2　H=19.70～20.54m
(洪水後の平水時の流観により算定したもの)

H１５　Ⅴ　Ｑ＝145.29（Ｈ－19.88）2　H=20.55～21.12m
(高水流観後期及び洪水後の平水時の流観により算定したもの)

プロットが無くH-Q式の適用が困難な範囲
25.53m＜H＜28.29m

Ⅰ式
Ⅳ式

Ⅴ式

Ⅱ式（ｍ）

Ｈ１５洪水の観測値のみではピーク
付近の水位（Ｈ）から流量（Ｑ）を求
めるのは困難。

平　取　　　　 年間番号25、26の観測値棄却後のＨ－√Ｑ式図
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平取観測所の洪水流量検証③平取観測所の洪水流量検証③

　■ 二風谷ダム放流量からの推定値を加えたH-Q図の作成

H15年度　観測値

H15年度　二風谷ダムの放流量から算定した高水流観推定値

H１５　Ⅰ　Ｑ＝　63.65（Ｈ－19.43）2　H=19.50～22.62m
(洪水前の平水時の流観により算定したもの)

H１５　Ⅱ　Ｑ＝　48.91（Ｈ－18.98）2　H=21.13～26.02m

H１５（推定式)　Ⅲ　Ｑ＝　103.91（Ｈ－21.19）2　H=26.02～28.29m

H１５　Ⅳ　Ｑ＝　80.15（Ｈ－19.65）2　H=19.70～20.54m
(洪水後の平水時の流観により算定したもの)

H１５　Ⅴ　Ｑ＝145.29（Ｈ－19.88）2　H=20.55～21.12m
(高水流観後期及び洪水後の平水時の流観により算定したもの)

平取　H14.12.13測量

平取　H15.8.19測量

平　取　　　　Ｈ－√Ｑ式比較図
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H15年度　二風谷ダムの放流量から算定した高水流観推定値

H１５　Ⅰ　Ｑ＝　63.65（Ｈ－19.43）2　H=19.50～22.62m
(洪水前の平水時の流観により算定したもの)

H１５　Ⅱ　Ｑ＝　48.91（Ｈ－18.98）2　H=21.13～26.02m

H１５（推定式)　Ⅲ　Ｑ＝　103.91（Ｈ－21.19）2　H=26.02～28.29m

H１５　Ⅳ　Ｑ＝　80.15（Ｈ－19.65）2　H=19.70～20.54m
(洪水後の平水時の流観により算定したもの)

H１５　Ⅴ　Ｑ＝145.29（Ｈ－19.88）2　H=20.55～21.12m
(高水流観後期及び洪水後の平水時の流観により算定したもの)

平取　H14.12.13測量

平取　H15.8.19測量

推定H-Q式(Ⅲ式を作成
26.02m≦H≦28.29m

Ⅰ式
Ⅳ式

Ⅴ式

Ⅱ式（ｍ）

18.0
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流量観測値により作成した
H-Q式に基づく算定流量

流量観測値により作成した
H-Q式に基づく算定流量

Qp=5,238m
3
/s Qp=5,272m

3
/s

平取観測所の洪水流量検証④平取観測所の洪水流量検証④
　■ H-Q式による流量算定と二風谷ダムの放流量を河道追跡計算した流量との比較

平取地点観測所H-Q式による算出流量と河道追跡計算流量の比較

(流量1,000m
3
/s以上の期間でボリュームを比較)

流量1,000m3/s以上の期間でボリューム比較
平取推定値(追跡計算)　　　　　　 　V=108,876千m3
平取推定H-Qからのボリューム　　V=107,995千m3

波形、ボリュームとも同程度であり算定
流量は妥当と判断される

※河道追跡計算の方法については「沙流川での洪水流量の検証」
　の最終ページを参照願います。

河道追跡計算による推定

観測H-Qによる流量

推定H-Qによる流量
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富川観測所の洪水流量検証①富川観測所の洪水流量検証①

　■ 高水流観値の整理

富川地点　水位ハイドログラフ
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高水流量観測は浮子による観測で13回実施したが、住民避難勧告により観測できない
時間帯があった。

住民避難勧告による未観測期間

◆ ：高水流観時の水位プロット（数字は年間番号を示す）

：水位テレメータ補正値

凡　　例
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富川観測所の洪水流量検証②富川観測所の洪水流量検証②

　■ 観測値のみによるH-Q式作成

Ｈ１５洪水の観測値のみでは水位（Ｈ）から
流量（Ｑ）を求めるのは困難。

富　川　　　　Ｈ－√Ｑ式比較図
H15高水流観値によるプロット及びH-Q曲線
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H15年度　高水流観値

Ｈ１５　Ⅱ　Ｑ＝115.68（Ｈ－0.89）2　H=0.90～2.92m
(洪水前の平水時の流観により算定したもの)

Ｈ１５　Ⅲ　Ｑ＝117.29（Ｈ－1.29）2　H=4.85～7.66m

Ｈ１５　Ⅳ　Ｑ＝　96.63（Ｈ－0.55）2　H=0.60～2.76m
(洪水後の平水時の流観により算定したもの)

（ｍ）

プロットが無くH-Q式の適用が困難な範囲
3.10m＜H＜4.85m

Ⅱ式

Ⅲ式

 Ⅳ式
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富川観測所の洪水流量検証③富川観測所の洪水流量検証③

　■ H13洪水の高水流観値も利用したH-Q式の作成

冨　川　　　　Ｈ－√Ｑ式比較図
平成13年の観測値を追加して求めたH-Q関係
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H13年度　観測値

H15年度　観測値

Ｈ１５　Ⅱ　Ｑ＝115.68（Ｈ－0.89）2　H=0.90～2.46m
(洪水前の平水時の流観により算定したもの)

H１５　Ⅲ　Ｑ＝59.03（Ｈ－0.26）2　H=1.59～5.08m

H１５　Ⅳ　Ｑ＝190.74（Ｈ－2.4）2　H=5.09～7.66m

Ｈ１５　Ⅴ　Ｑ＝　96.63（Ｈ－0.55）2　H=0.60～1.58m
(洪水後の平水時の流観により算定したもの)

富川(H15洪水前)H14.12.9

富川(H15洪水後)H15.8.19

（ｍ）

Ⅱ式

Ⅲ式

Ⅳ式

Ⅴ式
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　 ■ H-Q式による算定流量と二風谷ダムの放流量を河道追跡計算した流量との比較

富川観測所の洪水流量検証④富川観測所の洪水流量検証④

H-Q式による流量算出と二風谷ダム放流量をもとにした河道追跡計算流量の比較

(流量1,000m
3
/s以上の期間でボリュームを比較)

0

1,000
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4,000

5,000

6,000

0 10 20 30 40 50 60 70

時間

流量(m
3
/s)

富川(※河道追跡計算による推定)　　　　　　　

富川最高水位から算出した流量

富川毎時水位から算出した流量(Ⅱ式)

富川毎時水位から算出した流量(Ⅲ、Ⅳ式)
Qp=5,068m

3
/s

流量1,000m3/s以上の期間でボリューム比較
富川(推定)追跡計算から求めたボリューム　 V=217,020千m3
富川H-Qからのボリューム　　　　　　　　　　　 V=227,856千m3

Q=5,177m
3
/s

Qp=5,277m
3
/s

波形、ボリューム比とも同程度であり
算定流量は妥当と判断される

※河道追跡計算の方法については「沙流川での洪水流量の検証」
　の最終ページを参照願います。


